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事 業 の 概 要 

 

昭和６ ３ 年３ 月に 西日本で 初めて の「 生涯学習都市」 宣言に基づき 、 市民の

自発性に 基づ く 自由かつ 創造的な 生涯学習を 民間活力で 推進す る 組織と し て  

平成２ 年３ 月に誕生し た 当財団は、 平成２ ４ 年度から 「 公益財団法人」 と し て

新た な 歩みを 開始し 、 公益法人と し て の運営体制や組織の一層の整備、 充実を

図り 、 こ の３ ３ 年間、 亀岡市・ 亀岡市教育委員会・ 生涯学習かめお か財団が   

三位一体と な り 、 生涯学習のま ち づく り を 積極的に推し 進めて き ま し た 。  

平成１ ０ 年９ 月に は生涯学習の中核施設と な る 「 ガ レ リ ア かめおか」 が竣工

し 、 施設の維持管理を 当財団が担う と と も に 、 平成１ ８ 年度から は指定管理者

に 指定さ れる な ど 令和２ 年度ま で の２ ２ 年間、 施設の管理運営と 事業を 一体化

し た 生涯学習の推進に取り 組んで き ま し た 。  

令和３ 年度から は、「 ガ レ リ ア かめおか」 が生涯学習の拠点施設と し て 、 ま た

住民交流の促進や賑わいの拠点と し て 一層の施設機能が発揮で き る よ う 指定管

理者が一般社団法人かめおかコ ン ベン シ ョ ン ビ ュ ーロ ーに変更と な り ま し た が、

当財団のこ れま で の経験と ノ ウハウ を 活かし た 運営も 必要な こ と から 、 財団職

員を 出向さ せる な ど 、 互いに連携を 図り な がら 令和４ 年度も 事業展開を 図り ま

し た 。  

 

具体的な 生涯学習推進啓発事業について は、 講演会事業、 文化・ 芸術振興事

業、 講習会事業、 啓発・ 支援事業、 国際交流事業、 調査研究事業な ど 、 地域住

民一人ひと り の生涯学習活動のサポ ート 役と し て 、“ 学びのき っ かけ ” と な る  

プ ロ グラ ムを 展開、 実施し て き ま し た 。  

令和２ 年度、 ３ 年度は新型コ ロ ナ ウイ ルス 感染症が拡大し 、 やむを 得ず事業

を 延期、 中止と する こ と も あり ま し た が、 令和４ 年度は感染拡大防止の対策を

徹底し な がら 、 三大シ ン ボル講座（ コ レ ージ ュ ・ ド ・ カ メ オカ 、 丹波学ト ーク 、

亀岡生涯学習市民大学） を 中心に、 計画し て いた すべて の事業を 実施する こ と

がで き ま し た 。 そ れぞれの事業において 多彩な 講師の講座によ り 、“ 生き る 喜び

を 感じ る 場”、“ 次世代へ文化が継承さ れる 場”、“ 私た ち の住む亀岡に ついて 理

解を 深める 場” と な り ま し た 。 ま た 、 文化・ 芸術の振興と 向上、 生涯学習の啓

発と 支援な ど も 積極的に行い、 亀岡国際交流協会（ 当財団所管） や市内の関係

団体と も 連携し 、 様々な 事業に取り 組みま し た 。  
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役員等に 関す る 事項 
 

 

 令和４ 年度に お け る 役員、 評議員 、 職員の数は次の と お り で す 。  
 

（ １ ） 名誉顧問、 顧問 

役 名 氏 名 職  名 

名誉顧問 千  玄 室 茶道裏千家大宗匠 

名誉顧問 井 上 満 郎 京都産業大学名誉教授、 前生涯学習かめおか財団理事長 

名誉顧問 田 中 英 夫 京都府議会議員、 元亀岡市長 

名誉顧問 栗 山 正 隆 前亀岡市長 

名誉顧問 桂 川 孝 裕 亀岡市長 

顧 問 大 槻 秧 司 医療法人亀岡病院会長 

顧 問 楠  善 夫 有限会社楠新聞舗取締役会長 

 

（ ２ ） 理事 

役 名 氏 名 職  名 

理 事 長 
職務代理者 
副理事長 

前 田 逸 郎 亀岡商工会議所顧問 

副理事長 石 野  茂 亀岡市副市長 

常務理事 田 中 博 樹 亀岡市生涯学習部長 

理 事 井 口 雅 子 ジェ ンダーフ リ ーのまちづく り 会議代表 

理 事 桂  政 彦 
特定非営利活動法人みんなのネッ ト ワーク 理事長 

（ かめおか市民活動推進センタ ー登録団体代表）  

理 事 川 勝 啓 史 亀岡商工会議所会頭 

理 事 木 曽 布 恭 亀岡市自治会連合会副会長 

理 事 木 戸  考 一般社団法人亀岡市観光協会副会長 

理 事 關 本 卓 男 公益財団法人亀岡市スポーツ協会会長 

理 事 髙 瀨 尚 文 京都先端科学大学研究・ 連携支援センタ ー 副センタ ー長 

理 事 田 中 秀 門 一般社団法人かめおかコ ンベンショ ンビュ ーロー専務理事 

理 事 成 尾  陽 宗教法人大本 総務責任役員 祭務部長 
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（ ３ ） 監事 

役 名 氏 名 職  名 

監 事 狩 野 浩 二 京都北都信用金庫亀岡支店支店長 

監 事 平 田 利 男 税理士法人平田会計事務所代表社員 

 

（ ４ ） 評議員 

役 名 氏 名 職  名 

評 議 員 大 久 保 伸 一 一般社団法人亀岡青年会議所直前理 事長  

評 議 員 亀 井 平 男  亀岡経済同友会代表幹事  

評 議 員 川 勝 眞 里  国際ソ ロ プ チ ミ ス ト 亀岡会長  

評 議 員 神 先 宏 彰  亀岡市教育委員会教育長  

評 議 員 北 村 裕 司  亀岡ロ ー タ リ ー ク ラ ブ 会長  

評 議 員 木 村 好 孝  社会福祉法人亀岡市社会福祉協議会 会長  

評 議 員 工 藤 和 之  亀岡市社会教育委員会議議長  

評 議 員 辻   香  亀岡市Ｐ Ｔ Ａ 連絡協議会前会長  

評 議 員 温 井 雅 紀  亀岡市医師会会長  

評 議 員 林  昭 亀岡市老人ク ラ ブ 連合会会長  

評 議 員 林  惠 子  亀岡文化交流協会相談役  

評 議 員 古 林 峰 夫  公益財団法人亀岡市都市緑花協会理 事長  

評 議 員 益 田 也 寸 子 亀岡ボ ラ ン テ ィ ア 連絡協議会幹事  

評 議 員 渡 邉 栄 実 子 亀岡商工会議所女 性会会長  

令和５ 年３ 月３ １ 日現在 

 

 

（ ５ ） 職員配置状況 

事務局長  事務局次長  主幹 主任 主査 嘱託 

１  
２  

( 内 １ 名 出 向 )  

６  
( 内 ４ 名 出向 )  

１  １  １  

     合計 

     １ ２  
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会議及び 議決事項  

 

（ １ ） 監査の実施  
 
令和５ 年５ 月１ ０ 日 令和４ 年度決算監査を 実施 

 

（ ２ ） 会 議 

 

①理事会議決事項  

開催  議案番号 件  名 議決 年月 日 

第 １ 回 

報 告 

第１ 号  

理事長 、 副理 事長並び に 常務理 事の

職務 の執行 状況に つ い て  

令和 4年 5月 11日 第１ 号  

公 益 財 団 法 人 生 涯 学 習 か め お か 財

団 令 和 ３ 年 度 事 業 報 告 及 び 収 支 決

算に つ い て  

第２ 号  
定 時 評 議 員 会 の 日 程 及 び 場 所 並 び

に 目 的で あ る 事項 等の件  

第 ２ 回 

報 告 

第１ 号  
専決 処分の 報告に つ い て  

（ 財 団職員 給与規 程の一 部改正 ）  

令和 5年 3月 16日 
報 告 

第２ 号  

理事長 、 副理 事長並び に 常務理 事の

職務 の執行 状況に つ い て  

第１ 号  

公 益 財 団 法 人 生 涯 学 習 か め お か 財

団 令 和 ５ 年 度 事 業 計 画 及 び 収 支 予

算に つ い て  

 

②評議員会議決事 項 

開催 議案番号 件  名 議 決年月 日 

第１ 回 

第１ 号  

公 益 財 団 法 人 生 涯 学 習 か め お か 財

団 令 和 ３ 年 度 事 業 報 告 及 び 収 支 決

算に つ い て  

令和 4年 5月 31日 第２ 号 
公 益 財 団 法 人 生 涯 学 習 か め お か 財

団理 事の選 任に つ い て  

第３ 号 
公 益 財 団 法 人 生 涯 学 習 か め お か 財

団評 議員の 選任に つ い て  
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事 業 実 施 報 告 

 

生涯学習推進普及啓発事業（ 公益事業）  

 

（ １ ） 講演会事業 

三大シ ン ボル講座（ コ レ ージ ュ ・ ド ・ カ メ オカ 、 丹波学ト ーク 、 亀岡生涯

学習市民大学） を はじ め、 そ れぞれの講演会の理念に沿っ た テ ーマ 、 講師を

選定し 、 生涯学習の機会を 提供し ま し た 。  

令和４ 年度は、 前年度に引き 続き 、 新型コ ロ ナ ウイ ルス 感染症拡大防止の

観点から 、 事前申し 込み制と し 、 入場時の検温、 手指の消毒を 徹底し 実施し

ま し た 。  

コ レ ージ ュ ・ ド ・ カ メ オカ は、 第８ ５ 回を 第２ ０ 回生涯学習ゆう ・ あい賞

「 千登三子賞」 受賞記念講演と し て 京都文化創生機構理事長の冨士谷あ つ子

さ んに 、 こ れま で の生涯学習の支援活動について ご 講演い た だ き ま し た 。 ま

た 第８ ６ 回は、 第２ １ 回生涯学習大賞『 石田梅岩賞』 受賞記念講演と し て 一

般社団法人沖縄県婦人連合会会長の與那覇信子さ んに、 戦後の沖縄における

女性団体の活動に 関する ご 講演と 、 あ わせて 琉球古典舞踊を 披露し て いた だ

き ま し た 。  

丹波学ト ーク は、「 水」 を テ ーマ にし た 地域学講座を ２ 回開催。 研究者と 地

元の学芸員によ る ト ーク を 行い、 私た ち の住む亀岡の名水や水質と 地形な ど

の関係性や江戸時代の水制シ ス テ ム「 内膳堤」 に 関する 理解を 深める と と も

に、 歴史の痕跡を 発見する 楽し さ を 学びま し た 。  

亀岡生涯学習市民大学は、「 試練から 喜びの明日へ～学んで 知る 気づき を 見

つけよ う ！～」 を 年間テ ーマ に 、 市民の運営委員会によ る 講座と し て 、 多彩

な ジ ャ ン ルの講師を 迎え 、 特別音楽講座・ 館外研修を 含め全１ ０ 講座を 開催

し ま し た 。  

３ 月には「 第８ 回輝き フ ォ ーラ ム」 を 開催。“ 遊びな がら 健康づく り ～みん

な で 一緒に 輝こ う ～” を テ ーマ に、 Ｎ Ｐ Ｏ 法人元気ア ッ プ Ａ Ｇ Ｅ プ ロ ジ ェ ク

ト に協力を いた だ き 、 音楽と ダ ン ス を 組み合わせた 元気ア ッ プ 体操の紹介を

行い、 健康維持と 認知症の予防を 考え る 機会にな り ま し た 。  
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（ ２ ） 文化・ 芸術振興事業 

実施運営委員会を 中心に、 生涯学習の成果発表と 、 芸術文化振興や交流の

機会と し て 例年、 亀岡市民文化祭、 亀岡市美術展を 開催し て いま す。  

亀岡市美術展は、 前年度コ ロ ナ 禍で 中止と し た た め２ 年ぶり の開催と な り

ま し た 。 最終日に は、 受賞者と 運営委員が展示会場で 作品の講評会を 行う な

ど 、 市民の文化芸術の向上を 図り ま し た 。  

亀岡市民文化祭は、 前年度を 大き く 上回る 舞台出演団体・ 展示作品があ り

ま し た 。 ま た 、 実施運営委員会の主導に よ り 開催し 、 文化発表の機会を 実現

する こ と がで き ま し た 。  

７ 月に は亀岡市のオ カ リ ナ グ ループ と 隣接する 京都市西京区のシ ルフ ィ ー

ド 合唱団、 室内楽団と の交流事業と し て 、 通算２ ０ 回目の七夕交流コ ン サー

ト を ３ 年ぶり に開催し ま し た 。  

３ 月に は、 様々な 文化や国籍等を 持つ人々が、 互いの違いを 尊重し 、 共に

活躍で き る 多文化共生を 考え る イ ベン ト と し て「 つな がる フ ェ ス タ ２ ０ ２ ３ 」

を 開催し ま し た 。 記念講演会には戦場カ メ ラ マ ン の渡部陽一さ んを お迎え し 、

様々な 国の内戦や紛争、 ま た ロ シ ア のウ ク ラ イ ナ 侵攻の現地取材レ ポート を

交え 、 未来ある 子ど も た ち が犠牲にな る 争いは絶対にし て はな ら な い平和へ

の願いが語ら れま し た 。 ま た 、 お茶席やモ ルッ ク な ど の体験や留学生に よ る

歌や踊り の披露も あ り 、 様々な 国の文化を 共感し 考え る こ と ので き る イ ベン

ト にな り ま し た 。  

 

（ ３ ） 講習会事業 

循環型生涯学習のモ デルと し て 実施し て いる オ カ リ ナプ ロ ジ ェ ク ト のオ カ

リ ナ演奏講座を 継続し て 行い、 七夕交流コ ン サート への出演につな げる な ど 、

市民の学習機会、 学びのき っ かけづく り の提供、 ま た 受講生にと っ て コ ロ ナ

禍に おける 日々のいき がいや楽し みの時間にな る よ う 、 感染対策を 講じ て 実

施し ま し た 。  

 

 

 

 

-
 
6
 
-



（ ４ ） 啓発、 支援事業 

市民の自主的な 生涯学習活動を 支援する た め、「 生涯学習事業助成」 によ り

活動経費の一部を １ ３ 件に 対し て 助成する と と も に 、 そ の他市民・ 団体の自

発的生涯学習各種事業に対し て 積極的に 後援を 行う な ど 、 多面的な 支援を い

た し ま し た 。  

ま た 、 ホ ームペ ージ やＬ Ｉ Ｎ Ｅ 等のＳ Ｎ Ｓ を 活用し 、 随時に 財団の事業展

開、 生涯学習の機会提供に 関する 広報に 努める と と も に、 新し く 「 ま な びの

情報紙」 を 年３ 回発行し 、 紙媒体で の情報提供を 求める 市民の声に 対応し ま

し た 。  

 

（ ５ ） 国際交流事業 

亀岡国際交流協会の事務局を 財団が所管し 、 同協会と 連携し な がら 様々な

事業に取り 組みま し た 。  

在住外国人の生活に 必要な 日本語支援を 目的と する 外国人のた めの日本語

教室や、 市民と 留学生・ 外国人住民と の交流事業、 多様な 文化を 理解する た

めの国際理解学習の実施、ま た 、かめおか多文化共生セ ン タ ーの運営を 行い、

生涯学習につな がる 多文化共生の地域づく り を 推進し ま し た 。  

こ れら には協会会員や多く の市民ボラ ン テ ィ ア の皆様の協力によ り 、 大き

な 成果を あげま し た 。  

 

（ ６ ） 調査研究事業 

「 市民活動団体に おける 中核支援セ ン タ ーの役割」 を テ ーマ に、 令和５ 年

度から かめおか市民活動推進セ ン タ ーの管理運営を 受託する にあた り 、 セ ン

タ ーの現状把握を 行う と と も に 、 セ ン タ ーが担う 中核支援機能の役割と 重要

性を 再確認し 、 市民活動団体と 連携し た セ ン タ ー の管理運営につな がる こ と

を 目的に調査を 行いま し た 。  
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（１）講演会事業   

【 コレージュ・ド・カメオカ 】 

事 業 名 実 施 日 内      容 参加者数 

第８５回 

コレージュ・ド・カメオカ 

５／２８ 

（日） 

第２０回生涯学習ゆう・あい賞 

    『千登三子賞』受賞記念講演 

「生涯学習支援活動 5 0 年を超えて 

～亀岡との出会い～」 

講師：冨士谷あつ子さん 

   （評論家・京都文化創生機構理事長） 

６７名 

第８６回 

コレージュ・ド・カメオカ 

１０／１０ 

（月・祝） 

第２１回生涯学習大賞 

    『石田梅岩賞』受賞記念講演 

「おきなわの女性と地域に根ざした活動」 

講師：與那覇 信子さん 

   （一般社団法人沖縄県婦人連合会 会長） 

８１名 

 

【 丹波学トーク】 「水」シリーズ 

事  業  名 実  施  日 内     容 参加者数 

丹波学トーク 

第９９回 

７／３０ 

（土） 

「名水誕生～語り継がれる水とまちの物語～」 

＜登壇者＞  

鈴木 康久さん（京都産業大学教授） 

藪崎 志穂さん 

（総合地球環境学研究所 上級研究員） 

黒川 孝宏さん（亀岡生涯学習市民大学学長） 

３６名 

丹波学トーク 

第１００回 

１１／２６ 

（土） 

「内膳堤と道になった川～風景に刻まれた記憶～」 

＜登壇者＞  

石垣 泰輔さん（関西大学名誉教授） 

鈴木 亜香音さん（元亀岡市文化資料館学芸員） 

黒川 孝宏さん（亀岡生涯学習市民大学学長）  

３５名 

 

【 亀岡生涯学習市民大学 】 

事 業 名 実  施  日 内      容 参加者数 

開講式 

第１講座 

６／２５ 

( 土)  

「祇園祭の創始と変遷 

～疫病退散のまつりから巨大都市祭礼へ～」 

講師：八木 透さん（佛教大学歴史学部教授） 

１４１名 

第２講座 
７／２４ 

（土） 

「京の都の成り立ち」 

講師：松本 伸之さん（京都国立博物館長） 
１５２名 

〔 別紙〕  

-
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【 輝きフォーラム 】 

 

 

事 業 名 実  施  日 内      容 参加者数 

第３講座 
８／２０ 

( 土)  

「コロナの時代を生きる～先人の経験に学ぶ～」 

講師：松山 大耕さん（妙心寺退蔵院 副住職） 
１２２名 

第４講座 
９／２４ 

( 土)  

「天気予報の活用と気象災害の備え」 

講師：蓬莱 大介さん（気象予報士・防災士） 
２６３名 

第５講座 
１０／２９ 

（土） 

「紫式部の人生」 

講師：山本 淳子さん（京都先端科学大学教授） 
 
〔古典の日にちなむ講座〕 

１７４名 

第６講座 
１２／１７ 

（土)  

「なぜ女性の落語家は少ないのか！？ 

～男でも女でもおもろかったらええやん～」 

講師：桂 二葉さん（落語家） 

１９０名 

第７講座 
１／１４ 

（土） 

「コロナで実感！？  

元気なうちにやっておきたい介護と相続への備え」 

講師：薮内 美樹さん 

（FP オフィス ライフ・カラーズ 代表） 

１１６名 

第８講座 

閉講式 

２／４ 

（土） 

「保津川の風景～四季から見る歴史と文化～」 

講師：黒川 孝宏さん( 亀岡生涯学習市民大学学長)  
９８名 

館外研修 
１０／８ 

（土） 

「地球の生命」と「光秀公ゆかりの地」について学ぶ‼  

行き先： JT 生命誌研究館（高槻市）、勝龍寺・勝竜寺城公

園・恵解山古墳（長岡京市） 

２７名 

特別 

音楽講座 

３／２５ 

（土） 

「ブラームスはお好き？ ～ピアノ連弾による～」 

講師：河野 美砂子 さん（ピアニスト） 

砂原 悟 さん（ピアニスト） 

１５２名 

事 業 名 実  施  日 内      容 参加者数 

第８回 

輝きフォーラム 

３／１９ 

( 日)  

「遊びながら健康づくり～みんなで一緒に輝こう～」 

“元気アップ体操”を取り上げ、市民一人ひとりの心と

身体が健やかであることが、まちの財産、まちの魅力

であることを発信する機会とした。 

協力： N PO 法人元気アップ A G E プロジェクト 

１２５名 

-
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（２）文化・芸術振興事業 

事  業  名 実 施 日 内       容 参加者数 

亀岡市・京都市西京区都市間交流事業 

七夕交流コンサート２０２２ 
７／１０ 

（日） 

亀岡市のオカリナグループと京都市西京区

のシルフィード合唱団・室内楽団による交

流コンサート３年ぶりに開催。 

２５０名 

多文化共生イベント 

つながるフェスタ２０２３ 

３／１８ 

（土） 

様々な文化や国籍等を持つ人々が、互い

の違いを尊重し、共に活躍できる「多文化

共生」について考えるイベントとして開催。 

〔記念講演会〕 

演題：「世界からのメッセージ 

～希望ある明日のために～」 

講師：渡部 陽一さん（戦場カメラマン） 

〔体験イベント〕 

お茶席体験、モルック体験、ドリームキャッ

チャーづくり、留学生による歌や踊りのパフ

ォーマンス 

記念講演 

３００名 

 

 

体験会 

２００名 

＊実施運営委員会 

事 業 名 内      容 鑑賞人数 

第３８回亀岡市美術展 

市民の文化芸術の振興を図り、豊かな人間性の形成と技

術の向上など生涯学習の成果発表の場として実施 

  開催期間  ９／１０( 土)〜１９(月・祝)  

  出   展  １００名・１１３点 

2 , 2 3 7 名 

第４６回亀岡市民文化祭 

市民の多様な芸術・文化活動など生涯学習の発表の場と

して実施。 

開催期間  １１／１２( 土) ・１３( 日)  

展示の部  ２０団体 ２３９点出展 

舞台の部  ４１団体 ３２９名参加 

1,８0 0 名 

 

（３）講習会事業 

【オカリナプロジェクト】 

事  業  名 実 施 回 数 内     容 参加者数 

オカリナ演奏講座 
４月～３月 

月２回 
演奏講座（アンサンブルコース） ４クラス 延べ４１５名 

市民オカリナ演奏団 
5 /8 （日）、5 /2 1（土） 

6 /4 （土）、6 /18 （土） 
七夕交流コンサートの出演に向けた練習会 

各回 

3 0 名程度 
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（４）啓発・支援事業  【 共催‣後援事業 】 

事  業  名 実 施 日 内    容 
参加者・件数・

登録団体数 

ｵー ﾌﾟ ﾝｶﾞ ﾃー゙ ﾝかめおか

2 0 2 2  
5 /14 （土）・15 ( 日)  

バラの観賞・栽培相談、季節の寄せ植え体

験教室、押し花作品展（体験会）を協力団

体と実施 

栽培相談会 

押し花展 

延べ 5 0 0 名 

各種生涯学習事業後援 年間を通して実施 
市内の団体等が実施する生涯学習事業

に後援を行った。 
１０件 

( 協賛・協力を除く)  

かめおか市民活動推進

センター 

当センターが中間支援機能を発揮できるよう、運営のサポート

をしている。 

登録団体 

９２団体 

 

【生涯学習助成事業】 

申 込 団 体 名 事    業    名 助成金額（円） 

一般社団法人いのり 『クニトコタチ』～平和へのいのり～ 上映会 6 4 ,0 0 0  

亀岡映画センター キネマの神様、生きろ島田叡、ヴェンディ上映会 10 0 ,0 0 0  

舞舟源氏物語の会 京ことば 源氏物語 語り会（第2 回） 9 0 ,0 0 0  

「ことばの集い」実行委員会 第2 8 回「ことばの集い」 6 0 ,0 0 0  

小林 あすき 亀岡ゆかりの音楽家たちによるオータムコンサート 10 0 ,0 0 0  

亀岡混声合唱団 第5 1回府下交歓演奏会 10 0 ,0 0 0  

ふるさと亀岡ガイドの会 ふるさと亀岡の歴史発見 6 4 ,0 0 0  

亀岡よし笛アンサンブル スカイラーク 亀岡よし笛アンサンブル スカイラーク 第3 回演奏会 4 4 ,0 0 0  

亀岡運動公園音楽祭実行委員会 亀岡運動公園音楽祭2 0 2 2  10 0 ,0 0 0  

地域資源を掘り起こす会 亀岡の宝物探し-仏像・仏画巡礼- 10 0 ,0 0 0  

京都愛宕研究会 京都愛宕研究会 発足2 0 周年記念事業 10 0 ,0 0 0  

亀岡市吹奏楽団 創立4 5 周年 第4 3 回定期演奏会  10 0 ,0 0 0  

亀岡元気にし隊 
かめおか元気にし隊発会15 周年記念事業 

～箕面自由学園チアリーダー部の招聘～ 
10 0 ,0 0 0  

合  計 １３件 1,12 2 ,０００ 

生涯学習事業助成要項に基づく審査委員により審査いただき、合計申請１６件のうち１３件について助成を 

決定し、助成金を交付しました。 
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（５）国際交流事業（亀岡国際交流協会と連携して開催） 

事  業  名 実 施 日 内    容 参加者数 

国際理解学習 

グローバルカフェ 

① ７/２７（水） 

② ８/７（日） 

③ ９/1７（土） 

④ １０/３０（日） 

⑤ 2 /11（土） 

市民と在住外国人の交流の場としてグローバ

ルカフェを開催しました。 

① 英語で遊ぼう！ 

② Le t＇s Ta lk  A bou t Socie ty !  

③ Ola ! ブラジルを知ろう 

④ ハロウィンミステリー 

⑤ 春節の文化と料理 

① １９名 

② １９名 

③ １５名 

④ ４２名 

⑤ ２２名 

国際理解学習 

オーストリアの名曲とト

ークイベント 

12 /2  

（金） 

姉妹都市クニッテルフェルト市があるオーストリ

アをテーマにしたコンサートとトークイベントを

開催。文化や音楽、食文化に触れ、参加者同士

が気軽に話合える交流の場となりました。 

５６名 

ワールドフェスタ 
①６/１２ ( 日)   

②２/１９ ( 日)  

①ワールドフェスタ２０２２「いろいろな人 いろい

ろな考え方～みんないっしょに～」 

②ワールドフェスタ２０２３「わたしたちの世界～

いろいろな人 いろいろな文化～」 

近年、様々な外国からの技能実習生や外国人

住民が増えており、互いのことを知ることを目

的に、近隣地域に住む外国人住民と地域住民

とがつながる場として開催。 

①１５０名 

② ７０名 

日本語教室 
日曜日 

年間３５回開催 

亀岡市内や近隣地域に住む外国人等を対象に

日常生活に必要な日本語を習得していただくこ

とを目的に開催。近年では、企業の技能実習生

の増加に伴い、学習者が増加。 

ボランティア 

  ２１名 

登録学習者 

３６名 

ドイツ語講座 
土曜日 

年間３４回開催 

ドイツ語の学習を通じて、ドイツ文化を学習。 

参加者：３名 
延べ９７名 

中国語講座 

土曜日 

年間３４回開催 
（オンライン含む） 

中国語の学習を通じて、中国文化を学習。 

参加者：５名 
延べ１３８名 

（６）調査・研究事業 

テーマ 調  査  研  究  の  目  的 ・ 方  法 

市民活動団体における

中核支援センターの役割 

令和５年度からかめおか市民活動推進センターの管理運営を受託するにあた

り、センターの現状把握を行うとともに、センターが担う中核支援機能の役割

と重要性を再確認し、市民活動団体と連携したセンターの管理運営につなが

ることを目的に調査を行った。 
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( 単位： 円)

科　 　 　 　 　 目 当年度 前年度 増減

Ⅰ　 資産の部

　 １ ． 流動資産

　 　 　 　 　 現金預金 50, 758, 857 51, 462, 770 △ 703, 913

　 　 　 　 　 未収金 443, 812 332, 497 111, 315

　 　 　 　 流動資産合計 51, 202, 669 51, 795, 267 △ 592, 598

　 ２ ． 固定資産

　 　 ( 1) 　 基本財産

　 　 　 　 　  定期預金 50, 000, 000 50, 000, 000 0

　 　 　 　 基本財産合計 50, 000, 000 50, 000, 000 0

　 　 ( 2) 　 特定資産

　 　 　 　 　  退職給付引当資産 93, 641, 000 86, 302, 000 7, 339, 000

　 　 　 　 特定資産合計 93, 641, 000 86, 302, 000 7, 339, 000

　 　 ( 3) 　 その他固定資産

　 　 　 　 　  什器備品 8 8 0

　 　 　 　 　  車両運搬具 1 1 0

　 　 　 　 その他固定資産合計 9 9 0

　 　 　 　 固定資産合計 143, 641, 009 136, 302, 009 7, 339, 000

　 　 　 　 資産合計 194, 843, 678 188, 097, 276 6, 746, 402

Ⅱ　 負債の部

　 1． 流動負債

　 　 　 　 　 未払金 991, 945 265, 290 726, 655

　 　 　 　 　 前受金 0 0 0

　 　 　 　 　 預り 金 7, 331, 275 13, 018, 142 △ 5, 686, 867

　 　 　 　 流動負債合計 8, 323, 220 13, 283, 432 △ 4, 960, 212

　 2． 固定負債

　 　 　 　 　 退職給付引当金 93, 641, 000 86, 302, 000 7, 339, 000

　 　 　 　 固定負債合計 93, 641, 000 86, 302, 000 7, 339, 000

　 　 　 　 負債合計 101, 964, 220 99, 585, 432 2, 378, 788

Ⅲ　 正味財産の部

　 １ ． 指定正味財産

　 　 　 　 　 寄付金 50, 000, 000 50, 000, 000 0

　 　 　 　 指定正味財産合計 50, 000, 000 50, 000, 000 0

　 　 　 　 ( う ち基本財産への充当額) ( 50, 000, 000) ( 50, 000, 000)

　 　 　 　 ( う ち特定資産への充当額) ( 0) ( 0)

　 ２ ． 一般正味財産 42, 879, 458 38, 511, 844 4, 367, 614

　 　 　 　 ( う ち基本財産への充当額) ( 0) ( 0)

　 　 　 　 ( う ち特定資産への充当額) ( 0) ( 0)

　 　 　 　 正味財産合計 92, 879, 458 88, 511, 844 4, 367, 614

　 　 　 　 負債及び正味財産合計 194, 843, 678 188, 097, 276 6, 746, 402

貸　 借　 対　 照　 表
令和5年3月31日現在

-
 
13

 
-



( 単位： 円)

科　 　 　 　 　 目 当年度 前年度 増減

Ⅰ　 一般正味財産増減の部

　 １ ． 経常増減の部

　 　 ( 1) 　 経常収益

  　 　  ① 基本財産運用益 3, 200 3, 800 △600

      　 　 　 基本財産受取利息 3, 200 3, 800 △600

  　 　  ② 特定資産運用益 4, 214 5, 231 △1, 017

      　 　 　 特定資産受取利息 4, 214 5, 231 △1, 017

  　 　  ③ 事業収益 533, 250 414, 000 119, 250

　 　 　 　 　  事業収益 533, 250 414, 000 119, 250

       　 　 　 受講料等収益 533, 250 414, 000 119, 250

  　 　  ④ 受取補助金等 57, 987, 866 54, 980, 212 3, 007, 654

  　 　      受取地方公共団体補助金 57, 987, 866 54, 980, 212 3, 007, 654

  　 　  ⑤ 受取寄附金 0 0 0

  　 　      受取寄附金 0 0 0

  　 　  ⑥ 雑収益 4, 370, 200 0 4, 370, 200

  　 　      雑収益 4, 370, 200 0 4, 370, 200

     　 　 経常収益計 62, 898, 730 55, 403, 243 7, 495, 487

　 　 ( 2) 　 経常費用

  　 　  ① 事業費

   　 　 　 ガレ リ アかめおか事業費 40, 331, 447 36, 655, 770 3, 675, 677

     　 　   給料手当 23, 716, 012 23, 335, 528 380, 484

    　 　    退職給付費用 3, 249, 000 3, 341, 000 △92, 000

     　 　   福利厚生費 3, 686, 187 4, 208, 348 △522, 161

     　 　   会議費 74, 766 29, 118 45, 648

     　 　   旅費交通費 109, 020 66, 334 42, 686

     　 　   通信運搬費 114, 770 127, 399 △12, 629

     　 　   減価償却費 0 0 0

     　 　   消耗品費 239, 082 73, 149 165, 933

     　 　   印刷製本費 588, 460 487, 140 101, 320

     　 　   燃料費 7, 225 10, 287 △3, 062

     　 　   賃借料 73, 560 4, 800 68, 760

     　 　   広告宣伝費 51, 550 11, 550 40, 000

     　 　   保険料 2, 780 4, 300 △1, 520

     　 　   諸謝金 2, 548, 500 1, 756, 222 792, 278

     　 　   租税公課 1, 000 2, 000 △1, 000

      　 　  支払助成金 1, 122, 000 701, 000 421, 000

      　 　  委託費 4, 712, 115 2, 461, 350 2, 250, 765

      　 　  原材料費 0 0 0

      　 　  雑費 35, 420 36, 245 △825

正味財産増減計算書
令和4年4月1日 から  令和5年3月31日 まで
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( 単位： 円)

科　 　 　 　 　 目 当年度 前年度 増減

   　 　 ② 管理費

   　 　 　 財団管理費 18, 199, 669 24, 727, 942 △6, 528, 273

    　 　    役員報酬 303, 600 322, 000 △18, 400

    　 　    給料手当 9, 260, 949 9, 298, 498 △37, 549

    　 　    退職給付費用 4, 090, 000 4, 562, 000 △472, 000

    　 　    福利厚生費 1, 514, 340 1, 604, 454 △90, 114

    　 　    報償費 0 70, 000 △70, 000

    　 　    交際費 10, 000 13, 800 △3, 800

    　 　    会議費 0 1, 500 △1, 500

    　 　    通信運搬費 241, 389 219, 864 21, 525

    　 　    研修費 132, 000 0 132, 000

     　 　   減価償却費 0 0 0

    　 　    消耗什器備品費 357, 500 392, 458 △34, 958

    　 　    消耗品費 189, 608 429, 154 △239, 546

    　 　    修繕費 45, 210 15, 800 29, 410

    　 　    印刷製本費 0 0 0

    　 　    燃料費 11, 878 25, 455 △13, 577

    　 　    光熱水費 184, 123 134, 212 49, 911

       　 　 賃借料 1, 272, 266 949, 877 322, 389

       　 　 保険料 71, 400 53, 640 17, 760

       　 　 諸謝金 9, 200 27, 600 △18, 400

       　 　 租税公課 15, 900 6, 064, 550 △6, 048, 650

       　 　 支払負担金 131, 296 121, 487 9, 809

       　 　 委託費 338, 800 392, 876 △54, 076

       　 　 雑費 20, 210 28, 717 △8, 507

     　 　 経常費用計 58, 531, 116 61, 383, 712 △2, 852, 596

　 　 　 　 　  当期経常増減額 4, 367, 614 △5, 980, 469 10, 348, 083

　 ２ ． 経常外増減の部

　 　 ( 1) 　 経常外収益 0 0 0

       　 　 経常外収益計 0 0 0

　 　 ( 2) 　 経常外費用 0 0 0

　 　 　 　 　  固定資産除却損 0 0 0

     　 　 経常外費用計 0 0 0

　 　 　 　 　  当期経常外増減額 0 0 0

　 　 　 　 　  他会計振替額 0 0 0

　 　 　 　 　  当期一般正味財産増減額 4, 367, 614 △5, 980, 469 10, 348, 083

　 　 　 　 　  一般正味財産期首残高 38, 511, 844 44, 492, 313 △5, 980, 469

　 　 　 　 　  一般正味財産期末残高 42, 879, 458 38, 511, 844 4, 367, 614

Ⅱ　 指定正味財産増減の部

          　 当期指定正味財産増減額 0 0 0

          　 指定正味財産期首残高 50, 000, 000 50, 000, 000 0

　 　 　 　 　 　 指定正味財産期末残高 50, 000, 000 50, 000, 000 0

Ⅲ　 正味財産期末残高 92, 879, 458 88, 511, 844 4, 367, 614

-
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( 単位: 円)

Ⅰ　 一般正味財産増減の部

　 １ ． 経常増減の部

　 ( １ ) 　 経常収益

　 　 　 ①基本財産運用益 0 3, 200 3, 200

 　 　  ②特定資産運用益 0 4, 214 4, 214

　 　 　 ③事業収益 533, 250 0 533, 250

　 　 　 　 　 入場料収益 0 0 0

　 　 　 　 　 受講料収益 533, 250 0 533, 250

　 　 　 ④受取補助金 39, 798, 197 18, 189, 669 57, 987, 866

　 　 　 　 　 受取地方公共団体補助金（ 亀岡市） 39, 798, 197 18, 189, 669 57, 987, 866

　 　 　 ⑤受取寄付金 0 0 0

　 　 　 　 　 受取寄付金 0 0 0

　 　 　 ⑥雑収益 0 4, 370, 200 4, 370, 200

　 　 　 　 　 雑収益 0 4, 370, 200 4, 370, 200

　 　 　 経常収益計 40, 331, 447 22, 567, 283 62, 898, 730

　 ( ２ ) 　 経常費用

　 　 　 ①事業費 40, 331, 447 0 40, 331, 447

 給料手当 23, 716, 012 23, 716, 012

 退職給付費用 3, 249, 000 3, 249, 000

 福利厚生費 3, 686, 187 3, 686, 187

 会議費 74, 766 74, 766

 旅費交通費 109, 020 109, 020

 通信運搬費 114, 770 114, 770

 車両運搬具減価償却費 0 0

 什器備品減価償却費 0 0

 消耗品費 239, 082 239, 082

 印刷製本費 588, 460 588, 460

 燃料費 7, 225 7, 225

 賃借料 73, 560 73, 560

 広告宣伝費 51, 550 51, 550

 保険料 2, 780 2, 780

 諸謝金 2, 548, 500 2, 548, 500

 租税公課 1, 000 1, 000

 支払助成金 1, 122, 000 1, 122, 000

 委託費 4, 712, 115 4, 712, 115

 原材料費 0 0

 雑費 35, 420 35, 420

　 　 　 ②管理費 0 18, 199, 669 18, 199, 669

 役員報酬 303, 600 303, 600

 給料手当 9, 260, 949 9, 260, 949

正味財産増減計算書（ 内訳表）
令和4年4月1日 から  令和5年3月31日 まで

勘定科目 法人会計 合計公益事業
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勘定科目 法人会計 合計公益事業

 退職給付費用 4, 090, 000 4, 090, 000

 福利厚生費 1, 514, 340 1, 514, 340

 報償費 0 0

 交際費 10, 000 10, 000

 会議費 0 0

 旅費交通費 0 0

 通信運搬費 241, 389 241, 389

 研修費 132, 000 132, 000

 車両運搬具減価償却費 0 0

 什器備品減価償却費 0 0

 消耗什器備品費 357, 500 357, 500

 消耗品費 189, 608 189, 608

 修繕費 45, 210 45, 210

 印刷製本費 0 0

 燃料費 11, 878 11, 878

 光熱水費 184, 123 184, 123

 賃借料 1, 272, 266 1, 272, 266

 保険料 71, 400 71, 400

 諸謝金 9, 200 9, 200

 租税公課 15, 900 15, 900

 支払負担金 131, 296 131, 296

 委託費 338, 800 338, 800

 雑費 20, 210 20, 210

　 　 経常費用計 40, 331, 447 18, 199, 669 58, 531, 116

　 　 　 　 当期経常増減額 0 4, 367, 614 4, 367, 614

　 ２ ． 経常外増減の部

　 ( １ ) 　 経常外収益 0 0 0

　 　 　 　 経常外収益計 0 0 0

　 ( ２ ) 　 経常外費用

　 　 　 　 固定資産除却損 0 0 0

　 　 　 　 経常外費用計 0 0 0

　 　 　 　 　 当期経常外増減額 0 0 0

　 　 　 　 　 他会計振替額 0 0 0

　 　 　 　 　 当期一般正味財産増減額 0 4, 367, 614 4, 367, 614

　 　 　 　 　 一般正味財産期首残高 38, 511, 844

　 　 　 　 　 一般正味財産期末残高 42, 879, 458

Ⅱ　 指定正味財産増減の部

          当期指定正味財産増減額 0

          指定正味財産期首残高 50, 000, 000

          指定正味財産期末残高 50, 000, 000

Ⅲ　 正味財産期末残高 92, 879, 458

-
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財務諸表に対する注記 

 

 

１ .  重要な会計方針 

 

 ( １ )  固定資産の減価償却の方法 

    什器備品、 車両運搬具について、 定額法によっ ている。  

  

( ２ )  引当金の計上基準 

退職給付引当金 

職員の退職給付の支給に備えるため、 期末自己都合要支給額に相当する金額を 計上し て 

いる。  

 

( ３ )  リ ース取引の処理方法 

リ ース物件の所有権が借主に移転すると 認めら れるも の以外のフ ァ イ ナンス・ リ ース 

取引については、 通常の賃貸借取引にかかる方法に準じ た会計処理によっ ている。  

 

( ４ )  消費税等の会計処理 

消費税等の会計処理は税込方式によっ ている。  

 

 

 

２ ． 基本財産及び特定資産の増減額及びその残高 

  基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、 次のと おり である 。  

                                       （ 単位： 円） 

科  目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 

基本財産     

定期預金 50, 000, 000 0 0 50, 000, 000 

小  計 50, 000, 000 0 0 50, 000, 000 

特定資産     

退職給付引当資産 86, 302, 000 7, 339, 000 0 93, 641, 000 

小  計 86, 302, 000 7, 339, 000 0 93, 641, 000 

合  計 136, 302, 000 7, 339, 000 0 143, 641, 000 
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３ ． 基本財産及び特定資産の財源等の内訳 

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、 次のと おり である。  

                                       （ 単位： 円） 

科  目 当期末残高 
（ う ち指定正味財

産から の充当額）  

（ う ち一般正味財

産から の充当額）  

（ う ち負債に対応

する額）  

基本財産     

定期預金 50, 000, 000 （ 50, 000, 000）  （ 0）  － 

小  計 50, 000, 000 （ 50, 000, 000）  （ 0）  － 

特定資産     

退職給付引当資産 93, 641, 000 － （ 0）  （ 93, 641, 000）  

小  計 93, 641, 000 （ 0）  （ 0）  （ 93, 641, 000）  

合  計 143, 641, 000 （ 50, 000, 000）  （ 0）  （ 93, 641, 000）  

 

 

 

４ ． 固定資産の取得価額、 減価償却累計額及び当期末残高 

  固定資産の取得価額、 減価償却累計額及び当期末残高は、 次のと おり である。  

                                       （ 単位： 円） 

科  目 取得価格 減価償却累計額 当期末残高 

什器備品 6, 321, 069 6, 321, 061 8 

車両運搬具 934, 500 934, 499 1 

合  計 7, 255, 569 7, 255, 560 9 

 

 

５ ． 補助金等の内訳並びに交付者、 当期の増減額及び残高 

  補助金等の内訳並びに交付者、 当期の増減額及び残高は、 次のと おり である。  

                                       （ 単位： 円） 

補助金等の名称 交付者 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高 
貸借対照表上

の記載区分 

補助金 

亀岡市補助金 
亀岡市 0 57, 987, 866 57, 987, 866 0 － 

合  計 0 57, 987, 866 57, 987, 866 0 － 

 

 

 

-
 
19

 
-



 

附 属 明 細 書 

 

 

１ .  基本財産及び特定資産の明細は財務諸表に対する注記に記載し ている。  

 

 

２ .  引当金の明細 

（ 単位： 円）  

科目 期首残高 当期増加額 
当期減少額 

期末残高 
目的使用 その他 

退職給付引当金 86, 302, 000 7, 339, 000 0 0 93, 641, 000 
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令和5年3月31日現在

（ 単位： 円）

場所・ 物量等 使用目的等 金額

（ 流動資産）

普通預金 京都銀行亀岡支店　 №914576 運転資金と し て 50, 758, 857

京都銀行亀岡支店　 №3242386 運転資金と し て 0

京都銀行亀岡支店　 №3355274 運転資金と し て 0

京都信用金庫亀岡支店　 No0531710 運転資金と し て 0

京都北都信用金庫亀岡支店　 No1078155 運転資金と し て 0

〈 現金預金計〉 50, 758, 857

未収金 一社） かめおかコ ンベンショ ンビュ ーロー 公益目的事業の未収金 443, 812

〈 未収金計〉 443, 812

流動資産合計 51, 202, 669

（ 固定資産）

基本財産

定期預金 京都銀行亀岡支店 運用益を管理費の財源と し て使用 10, 000, 000

京都信用金庫亀岡支店 〃 10, 000, 000

京都中央信用金庫亀岡駅前支店 〃 10, 000, 000

京都北都信用金庫亀岡支店 〃 10, 000, 000

京都農業協同組合亀岡中央支店 〃 10, 000, 000

〈 基本財産計〉 50, 000, 000

特定資産

退職給付引当資産 京都銀行亀岡支店 退職給付引当金の支払い財源と し て積み立て 38, 843, 000

京都信用金庫亀岡支店 〃 27, 000, 000

京都中央信用金庫亀岡駅前支店 〃 12, 798, 000

京都北都信用金庫亀岡支店 〃 15, 000, 000

〈 特定資産計〉 93, 641, 000

その他固定資産

什器備品 ﾊ゚ ｿｺﾝ、 ﾌﾟ ﾘﾝﾀ等
公益目的保有財産であり 、 公益目的事業、 収益事業
等、 管理業務で使用し ている 共用財産

8

車両運搬具 公用車１ 台（ 軽自動車） 〃 1

〈 その他固定資産計〉 9

固定資産合計 143, 641, 009

　 　 　 資産合計 194, 843, 678

（ 流動負債）

未払金 京都銀行等 公益目的事業の未払金 991, 945

〈 未払金計〉 991, 945

前受金 〈 前受金計〉 0

預り 金 亀岡市 補助金返還金 5, 572, 134

京都西年金事務所等 職員社会保険料等 1, 759, 141

〈 預り 金計〉 7, 331, 275

流動負債合計 8, 323, 220

（ 固定負債）

退職給付引当金 職員に対するも の 職員10名に対する 退職金の支払いに備えたも の 93, 641, 000

固定負債合計 93, 641, 000

　 　 　 負債合計 101, 964, 220

　 　 　 正味財産 92, 879, 458

貸借対照表科目

財 　 産 　 目　  録
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